
（ 1 ）2020年11月 第271号

医療・介護・
くらしの事など… 何でも相談ダイヤル

一人で悩みをかかえていませんか？
まずはフリーダイヤルまでご連絡ください。
『困った』解決をお手伝いします。

 健康をつくる　平和をつくる　いのち輝く社会をつくる

●発行責任者　専務理事  森　健弘

18,543人
621,630,000円

33,524円
21支部
135班

2020年９月30日現在

生協ふれあい会館2階「相談室」

11月20日（金）10時半～12時

田中　礼司 弁護士

どんなご相談でもお気軽にどうぞ♪

住所変更等ありましたら、
まちづくり組合員活動支援部までご連絡ください

☎（0120）34－2510
まちづくり組合員活動支援部

無料無料平日の月曜～金曜
あさ9時～17時30分

まで受付

専　用
ダイヤル

▼
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
発

生
報
道
後
、
約
10
カ
月
が
経

過
し
て
も
な
お
終
息
す
る
気

配
は
な
い
。
医
療
費
削
減
政

策
に
よ
る
医
療
崩
壊
が
危
惧

さ
れ
る
な
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で

私
た
ち
の
地
域
に
ど
の
よ
う

な
問
題
が
噴
出
し
て
き
た
の

か
考
え
て
み
た
い
▼
「
自
粛
」

と
い
う
名
の
下
に
休
職
や
退

職
に
追
い
込
ま
れ
る
の
は
多

く
が
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト

派
遣
な
ど
の
非
正
規
雇
用

者
で
あ
り
、
労
働
法
制
の
規

制
緩
和
に
よ
る
「
使
い
捨
て

労
働
」
が
表
面
化
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
で
最
低
限
の
生
活

す
ら
担
保
で
き
な
い
方
が
増

え
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
保

障
、
福
祉
の
切
り
捨
て
に
よ

っ
て
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

役
割
を
果
た
せ
な
い
事
例
も

表
面
化
し
て
い
る
▼
政
府
は

今
年
10
月
、
２
０
１
８
年
か

ら
3
年
連
続
と
な
る
生
活
保

護
基
準
の
改
定
、
引
き
下
げ

を
お
こ
な
い
、
生
活
は
益
々

厳
し
く
な
っ
た
。
生
活
の
支

出
を
切
り
詰
め
て
「
生
き
る

の
が
や
っ
と
の
生
活
」
を
強

い
ら
れ
、
夏
場
で
も
エ
ア
コ

ン
を
使
わ
ず
、
熱
中
症
に
な

る
方
も
い
る
と
聞
く
が
、
活

動
の
自
粛
に
よ
り
、
こ
の
よ

う
な
地
域
の
な
か
の
『
困
っ

た
』
の
多
く
を
把
握
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

▼
い
ま
、
私
た
ち
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
国
の
責
任
を

果
た
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て

医
療
生
協
の
真
骨
頂
で
あ

あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
運
動

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
い
か
し

て
支
え
合
い
、
力
を
合
わ
せ

て
乗
り
切
る
こ
と
だ
。
い
ま
、

ま
さ
に
私
た
ち
の
出
番
で
あ

る
。

（
Ｏ
）

天天
望望
台台

残り１ヶ月、感染防止策をとりながら大いにつながりづくりを進めましょう

有償助け合い事業「ここって」
有償助け合い事業「ここって」の依頼が増えています。依頼者の安心を
つくるために支援者、コーデイネーターは奮闘中です。支援員募集中です。

子どもの居場所「にじっこ」
こどもの居場所「にじっこ」も再開しました（虹の訪問看護ステーショ
ン東岐波内“ゆず”会場にて）。

生協強化月間スタート集会開催
21 の支部すべてで生協強化月間のスタート集会を開催しました。全国 4課
題（仲間ふやし、出資金ふやし、班づくり・班会開催、担い手さんふやし）
の年間目標の 8割に挑戦することを確認しました。

互いの距離を空けて 話に花が咲きます

新型コロナ感染症のために「お結びの会」を 3月から中止しています。「みんなに早く会いたい」
「オムスビをみんなと一緒にたべたい」と切実な声がでています。集まりができないので、訪問
行動を続けています。「お元気じゃったかいねー」10月も元気いっぱいお宅訪問しました。

事業所のない準備地域（防府市）で新しい仲間が増えています
防府地域の医療生協組合員の拡大をすすめています。防府地域には 100 名程度の組合員さんがおられ、その方々の
つながりのあるところから医療生協を知らせる声かけをはじめました。将来的な支部結成をめざしています。

5 ～ 6 年前から歯科
の園医からの紹介で
とりくまれてこられた
「あいうべ体操」。現
在ではお昼ごはんの
後にみんなで「あいう
べ体操」、そして「歯
みがき」を元気いっ
ぱいにします。

宇部協立病院をはじめとする事業所も奮
闘中です。
患者さんの会計が終了して加入の訴えを
します。事業所で加入された方と地域支
部とのつながりが次のポイントです。

石井手保育園（山陽小野田市）
応募期間はいったん終わりましたが、まだチャレンジの新規応募を受け付け中

事業所窓口で加入への声掛け
～　次は、支部から地域活動へのお誘いを

」
問

でかけて～

つなげて～

岬支部の岬支部の

スタート集会
のなかで新し

く
スタート集会

のなかで新し
く

「見守り班会
」が誕生しま

した
「見守り班会

」が誕生しま
した

ご一緒につくっていきませんか。ご一緒につくっていきませんか。
生協強化月間の折り返し

支部、事業所、いろいろなところにつながりが広がっています。
あなたも、ご一緒に生協へ。あなたも、ご一緒に生協へ。

。
安心を結ぶ

山陽小野田ブロック山陽小野田ブロック
「お結びの会」ボランティアが「お結びの会」ボランティアが

　会のメンバーの自宅を訪問しながら　会のメンバーの自宅を訪問しながら
フォローフォロー

コロナもインフルエンザも跳ね飛コロナもインフルエンザも跳ね飛
ばす勢い。「すみれ組さん」「ゆりばす勢い。「すみれ組さん」「ゆり
組さん」「ふじ組さん」「今年はきっ組さん」「ふじ組さん」「今年はきっ
ずチャレンジに記録しますよ」とずチャレンジに記録しますよ」と
柳井由美子園長先生です。柳井由美子園長先生です。

でかけて～でかけて～ つなげて～つなげて～ 安心を～安心を～
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■
経
済
的
な
ご
事
情
な
ど
で
医
療
費
の
お
支
払
い
に
お
困
り
の
方
、「
無
料
低
額
診
療
事
業
」
の
ご
相
談
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
）

と
は
、
生
物
学
的
な
性
別
（
ｓ

ｅ
ｘ
）に
対
し
て
、「
男
ら
し
さ
」

や
「
女
は
こ
う
あ
る
べ
き
」
な

ど
の
社
会
的
・
文
化
的
に
つ
く

ら
れ
る
性
別
の
こ
と
を
指
し
ま

す
。目

標
５
で
大
事
な
の
は
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
※
）
も
含
め
た
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
で
す
。
性
別
に
関

す
る
差
別
や
不
平
等
に
苦
し
ん

で
い
る
人
を
減
ら
す
こ
と
。
す

べ
て
の
人
が
い
き
い
き
と
活
躍

で
き
る
社
会
を
目
指
そ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。

「
女
性
及
び
女
児
」
が
強
調

さ
れ
る
の
は
、
世
界
的
に
、
家

庭
内
暴
力
の
被
害
者
の
ほ
と
ん

ど
が
女
性
で
あ
る
こ
と
や
、「
女

の
子
だ
か
ら
」
と
い
う
だ
け
で

学
校
に
通
わ
せ
て
も
ら
え
な
い
、

本
人
の
意
思
と
は
関
係
な
く
結

婚
・
妊
娠
・
出
産
さ
せ
ら
れ
る

児
童
婚
の
習
慣
が
残
っ
て
い
る

等
の
現
実
が
あ
る
か
ら
で
す
。

日
本
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

２
０
１
９
年
12
月
に
公
表
し
た

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

（
略
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｉ
。経
済
・
政
治
・

教
育
・
健
康
の
分
野
で
男
女
の

違
い
を
比
べ
た
も
の
）
に
よ
る

と
、
１
５
３
か
国
中
１
２
１
位
。

教
育
・
健
康
の
分
野
で
は
男
女

平
等
で
す
が
、
労
働
力
、
企
業

の
幹
部
な
ど
の
男
女
の
割
合
を

比
べ
た
経
済
の
分
野
は
世
界
平

均
よ
り
や
や
低
く
、
政
治
家
な

ど
の
男
女
比
を
比
べ
た
政
治
の

分
野
で
は
大
幅
に
女
性
の
数
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
中
に
先
入
観
は
な
い

か
。
仕
事
や
活
動
の
中
で
は
ど

う
か
。
材
料
は
た
く
さ
ん
あ
り

そ
う
で
す
。

（
※
）
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
：
Ｌ=

レ

ズ
（
女
性
同
性
愛
者
）、
Ｇ

=

ゲ
イ
（
男
性
同
性
愛
者
）、

Ｂ=

バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル（
両

性
愛
者
）、
Ｔ=

ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
心
の
性
別

と
体
の
性
別
の
不
一
致
）

目
標
５
：

ジ
ェ
ン
ダ
ー

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達

成
し
、
す
べ
て
の
女
性

及
び
女
児
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
を
行
う
。 あ

れ
も

こ
れ
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　10月11日、コロナ禍での今フェスタは例年　10月11日、コロナ禍での今フェスタは例年
より規模や内容を大幅に変更し開催しましより規模や内容を大幅に変更し開催しまし
た。前半第1部では、地元山口から２つの戦争た。前半第1部では、地元山口から２つの戦争
リポート、後半第2部では福島県・浜通り医療リポート、後半第2部では福島県・浜通り医療

生協とオンラ生協とオンラ
イン中継を結イン中継を結
び、「原発事故び、「原発事故
から9年を経たから9年を経た
現地のいま」に現地のいま」に
ついて、お二人ついて、お二人
の組合員からリの組合員からリ
ポートをおこなポートをおこな
いました。いました。

富岡町で原発事故に遭い、いわき市へ避難して９年
（浜通り医療生協組合員　伊藤馨さん）　

　私は2011年３月11日の事故当時、福島第一原発から20キロ圏内の場所に住　私は2011年３月11日の事故当時、福島第一原発から20キロ圏内の場所に住
んでいました。避難所に着の身着のまま妻と逃げ込みました。現在はいわき市んでいました。避難所に着の身着のまま妻と逃げ込みました。現在はいわき市
の復興住宅に入居先を移し5年が経過しました。私の住む団地は200世帯あり、の復興住宅に入居先を移し5年が経過しました。私の住む団地は200世帯あり、
独居や二人暮らしの世帯も多く、ほっとけばみんな孤立してしまう。だから2週独居や二人暮らしの世帯も多く、ほっとけばみんな孤立してしまう。だから2週

間に一度は集まる行事（お茶会・リハビリ体操など）間に一度は集まる行事（お茶会・リハビリ体操など）
をしていて、浜通り医療生協にも毎月1回は体操をしていて、浜通り医療生協にも毎月1回は体操
教室で支援してもらっています。富岡町は現在も教室で支援してもらっています。富岡町は現在も
帰還困難区域に指定されており、少し前、家を取り帰還困難区域に指定されており、少し前、家を取り
壊し、更地にしました。こんな経験は二度としたく壊し、更地にしました。こんな経験は二度としたく
ないし、これから先も絶対にあってはならない。ないし、これから先も絶対にあってはならない。

福島のことをこれからも忘れないでください
（浜通り医療生協組織部　工藤史雄さん）

　　　　
　つい先日、福島第一原発事故の被災者約3,830人が原告となって闘ってきた　つい先日、福島第一原発事故の被災者約3,830人が原告となって闘ってきた
生業控訴審の判決で、一審の福島地裁に続き、国と東京電力の責任を認め、原生業控訴審の判決で、一審の福島地裁に続き、国と東京電力の責任を認め、原

告に10億１千万円を支払うよう命じ告に10億１千万円を支払うよう命じ
た画期的な判決がだされました。こた画期的な判決がだされました。こ
れは全国で約30ある同種の訴訟に大れは全国で約30ある同種の訴訟に大
きな影響力をあたえます。敷地を超きな影響力をあたえます。敷地を超
える津波を予見できたにもかかわらず、える津波を予見できたにもかかわらず、
国は東電に対して指導責任を果たし国は東電に対して指導責任を果たし
てこなかったこと。賠償の上積みを認てこなかったこと。賠償の上積みを認
めた上で、これまで対象外とされていた地域の住民にも賠償を認めさせるといめた上で、これまで対象外とされていた地域の住民にも賠償を認めさせるとい
う画期的な内容でした。浜通り医療生協も長年裁判闘争の支援に携わりました。う画期的な内容でした。浜通り医療生協も長年裁判闘争の支援に携わりました。
　ニュースなどで、除染がすすみ、帰還困難区域から一部解除されたと聞くこ　ニュースなどで、除染がすすみ、帰還困難区域から一部解除されたと聞くこ
とがあると思います。（写真の通り）この図は駅通りでその道は通ることができとがあると思います。（写真の通り）この図は駅通りでその道は通ることができ
ますが、歩道から家屋にかけての両サイドはバリケードが張られていて入ることますが、歩道から家屋にかけての両サイドはバリケードが張られていて入ること
はできません。当時から時が止まったままのところと、復興が進んでいるところ、はできません。当時から時が止まったままのところと、復興が進んでいるところ、
その現実の両方をきちんと見ていくことが大切。それが福島を忘れないことにその現実の両方をきちんと見ていくことが大切。それが福島を忘れないことに
つながります。つながります。

放射線被ばくのない未来を子どもたちに
いのち・未来　うべ

　　　　
　私たちは2013年以降、上関原発建設に反対する県民連絡会を立ち上げ、欠　私たちは2013年以降、上関原発建設に反対する県民連絡会を立ち上げ、欠
かさず県民大集会を開催してきました。今年はコロナ禍のため、各地で同時パかさず県民大集会を開催してきました。今年はコロナ禍のため、各地で同時パ
フォーマンスをおこないました。また、「いのち・未来　うべ」として、福島の子フォーマンスをおこないました。また、「いのち・未来　うべ」として、福島の子
どもたちを受け入れ、宇部市・山口市・下関市で１～２週間、山口の自然豊かなどもたちを受け入れ、宇部市・山口市・下関市で１～２週間、山口の自然豊かな
山や川遊びを満喫してもらっています。そのほか、2016年には母親を語り部と山や川遊びを満喫してもらっています。そのほか、2016年には母親を語り部と
して福島の現状を熱弁してもらう「語り部ふくしま」、2012年８月からは毎週欠して福島の現状を熱弁してもらう「語り部ふくしま」、2012年８月からは毎週欠
かさず市内の「金曜日ウォーク」を継続しています。かさず市内の「金曜日ウォーク」を継続しています。

  福島からのリポート、上関原発問題の報告のまと  福島からのリポート、上関原発問題の報告のまと
めとして、地元山口から福島へ連帯メッセージを送めとして、地元山口から福島へ連帯メッセージを送
るとともに、上関原発の新規立地建設計画に断固るとともに、上関原発の新規立地建設計画に断固
反対し、「放射線被ばくのない未来を」子どもたち反対し、「放射線被ばくのない未来を」子どもたち
に残す決意を固め合いました。に残す決意を固め合いました。

　１・新規の原発、上関原発計画を止めます　１・新規の原発、上関原発計画を止めます
　２・避難・保養の活動の受け入れと、福島から「語り部」の来県をすすめます　２・避難・保養の活動の受け入れと、福島から「語り部」の来県をすすめます
　３・原発も核兵器もない社会へ地域から声を上げ続けます　３・原発も核兵器もない社会へ地域から声を上げ続けます

過去の事実に目を向け、
教訓を学んだ

これからの平和な社会の
あり方を考えた

10月 11日、健文会「平和フェスタ 2020」をリアルタイムで動画配信する
予定でしたが、中継直前になって機器の不具合が生じた為、オンラインでの
配信が出来ない状態となってしまいました。大変ご迷惑をお掛け致しました。

健文会「「平平和和フフェェススタタ20202020」」

「長生炭鉱の水非常を歴史に刻む会」
木村道江さんからは「遺構のピーヤ
保存と、海底に眠ったまま置き去り
にされている遺骨を、全ての遺族の
元へ戻したい」とお話されました　

総合福祉会館には 35名の参加者総合福祉会館には 35名の参加者

いのち・未来　うべいのち・未来　うべ
左：岡本正彰さん・左：岡本正彰さん・
右：安藤公門さん右：安藤公門さん

浜通り医 療生協との浜通り医 療生協との
オンライン中継の様子オンライン中継の様子

（左：伊藤馨さん　右：工藤史雄さん）（左：伊藤馨さん　右：工藤史雄さん）

バリケードが張られバリケードが張られ
入ることができない家屋入ることができない家屋

標柱の前で話をするちひろ友の会　
岡本正和さんは、後世に宇部大空襲
の悲劇を語りつぐために、宇部市とし
ての平和記念碑・空襲を伝える説明
版設置を願う「322 名署名運動」へ
の呼びかけをおこないました

　山口からの連帯メッセージ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
世
界
中
で
流
行
し
、
私
た
ち

症
が
世
界
中
で
流
行
し
、
私
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
様
変

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
様
変

わ
り
を
し
ま
し
た
。
新
し
い
生
活

わ
り
を
し
ま
し
た
。
新
し
い
生
活

様
式
に
基
づ
き
毎
日
過
ご
さ
れ
て

様
式
に
基
づ
き
毎
日
過
ご
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

注
意
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
が

注
意
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
で
す
。

困
っ
た
こ
と
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

困
っ
た
こ
と
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ル
ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
症
状
は
よ
く
似
て
い
る
た
め
、

の
症
状
は
よ
く
似
て
い
る
た
め
、

症
状
だ
け
で
区
別
を
す
る
こ
と
は

症
状
だ
け
で
区
別
を
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。
医
療
現
場
で
は
『
同

困
難
で
す
。
医
療
現
場
で
は
『
同

時
流
行
』
に
対
す
る
警
戒
感
も
高

時
流
行
』
に
対
す
る
警
戒
感
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に

備
え
て
、
で
き
る
こ
と
を
準
備
し

備
え
て
、
で
き
る
こ
と
を
準
備
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

①　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
し
ま
し
ょ
う
。

種
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

て
も
重
症
化
を
防
ぎ
ま
す
。

て
も
重
症
化
を
防
ぎ
ま
す
。

流
行
期
に
入
る
前
に
接
種
す

流
行
期
に
入
る
前
に
接
種
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②　

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
の

②　

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
の

励
行
を
続
け
ま
し
ょ
う
。
身

励
行
を
続
け
ま
し
ょ
う
。
身

体
的
距
離
の
確
保
も
重
要
で

体
的
距
離
の
確
保
も
重
要
で

す
。
す
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
感
染
の

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
感
染
の

広
が
り
方
は
咳
や
く
し
ゃ
み・話

広
が
り
方
は
咳
や
く
し
ゃ
み・話

を
す
る
と
き
に
で
き
る
飛
沫
で

を
す
る
と
き
に
で
き
る
飛
沫
で

す
。自
分
の
飛
沫
を
飛
ば
さ
な
い

す
。自
分
の
飛
沫
を
飛
ば
さ
な
い

（
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
）だ
け
で
な
く
、

（
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
）だ
け
で
な
く
、

ウ
イ
ル
ス
が
口
や
鼻
に
付
着
す

ウ
イ
ル
ス
が
口
や
鼻
に
付
着
す

る
の
を
防
ぎ
ま
す
。ま
た
ウ
イ

る
の
を
防
ぎ
ま
す
。ま
た
ウ
イ

ル
ス
が
付
着
し
た
物
に
無
意
識

ル
ス
が
付
着
し
た
物
に
無
意
識

に
触
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

に
触
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③　

十
分
な
睡
眠
や
栄
養
補
給
に

③　

十
分
な
睡
眠
や
栄
養
補
給
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

努
め
ま
し
ょ
う
。

④　

お
口
の
健
康
を
守
り
、
噛

④　

お
口
の
健
康
を
守
り
、
噛

む
力
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

む
力
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

（
あ
い
う
べ
体
操
は
も
っ
て

（
あ
い
う
べ
体
操
は
も
っ
て

こ
い
で
す
ね
）

こ
い
で
す
ね
）

自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
に
、

自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
に
、

大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
も
、
一

大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
も
、
一

人
ひ
と
り
の
行
動
が
重
要
で
す
。

人
ひ
と
り
の
行
動
が
重
要
で
す
。

こ
れ
で
冬
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま

こ
れ
で
冬
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

に
つ
き
ま
し
て
は
、
山
口
県
の
生

に
つ
き
ま
し
て
は
、
山
口
県
の
生

後後
66
ヶ
月
〜
小
学
校

ヶ
月
〜
小
学
校
66
年
生
ま
で

年
生
ま
で

の
費
用
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。
市

の
費
用
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。
市

町
村
に
よ
っ
て
は
追
加
の
助
成
も

町
村
に
よ
っ
て
は
追
加
の
助
成
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
自

あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
自

治
体
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

治
体
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
や
心
配
な
こ
と

ご
不
明
な
点
や
心
配
な
こ
と

は
遠
慮
な
く
相
談
く
だ
さ
い
。

は
遠
慮
な
く
相
談
く
だ
さ
い
。

（
宇
部
協
立
病
院

（
宇
部
協
立
病
院

　

感
染
管
理
認
定
看
護
師

　

感
染
管
理
認
定
看
護
師

 
松
本
有
嘉
）

松
本
有
嘉
）

■
憲
法
25
条（
生
存
権
）
９
条（
平
和
主
義
）
13
条（
幸
福
追
求
権
）
が
活
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

シリーズ歯科だより 3

健
文
会
理
事
長　

野
田　

浩
夫

気
候
災
害
と
気
温
変
動

台
風
10
号
を
経
験
し
て
思
う

９
月
６
日
の
台
風
10
号
は
、
予

想
中
心
気
圧
9
2
0
ヘ
ク
ト
パ
ス

カ
ル
と
い
う
信
じ
が
た
い
も
の
で
、

被
害
の
予
想
も
つ
か
な
い
な
か
、

健
文
会
各
事
業
所
で
は
有
事
待
機

要
員
が
相
当
数
泊
ま
り
込
む
最
大

限
の
警
戒
を
も
っ
て
臨
ん
だ
。
僕

も
理
事
長
室
で
待
機
し
た
。
実
際

に
は
直
前
の
９
号
に
よ
る
九
州
西

の
海
水
温
低
下
が
あ
り
、
山
口
県

最
接
近
時
に
は
9
5
0
ま
で
に
衰

え
て
、
幸
い
大
き
な
被
害
は
な
く

終
わ
っ
た
も
の
の
、
医
療
生
協
と

し
て
気
候
災
害
へ
の
備
え
が
ま
す

ま
す
重
大
だ
と
痛
感
し
た
。
避
難

の
手
順
や
避
難
所
の
改
善
に
と
り

く
む
に
と
ど
ま
ら
ず
、
も
っ
と
積

極
的
に
医
療
生
協
の
大
型
の
建
物

を
避
難
所
と
し
て
地
域
に
提
供
し

て
い
く
こ
と
も
考
え
た
い
。
宇
部

協
立
病
院
が
障
が
い
者
を
対
象
に

し
た
福
祉
避
難
所
に
手
挙
げ
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
す
ぐ
に

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

気
温
変
動
へ
の
危
惧

し
か
し
、
こ
う
し
て
今
後
の
気

候
災
害
の
激
甚
化
を
不
可
避
の
も

の
と
し
て
対
策
に
汲
々
と
す
る
だ

け
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
現
時
点

の
気
温
は
産
業
革
命
以
前
よ
り

1
℃
上
昇
し
て
い
る
。
そ
れ
だ

け
で
こ
の
台
風
巨
大
化
で
あ
る
。

2
0
5
0
年
ま
で
に
C
O
2
排
出

実
質
ゼ
ロ
を
達
成
し
て
2
1
0
0

年
ま
で
の
上
昇
を
2
℃
以
内
に

抑
え
る
と
い
う
の
が
パ
リ
協
定

（
2
0
1
5
年
）
だ
っ
た
が
、
例

え
ば
ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ
ー
ル
石

油
・
ガ
ス
採
掘
の
継
続
、
日
本
政

府
の
石
炭
火
力
発
電
推
進
政
策
な

ど
に
妨
害
さ
れ
て
効
果
が
上
が
ら

ず
、
こ
の
ま
ま
行
く
と
2
1
0
0

年
に
は
な
ん
と
６
℃
の
上
昇
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
人
類
絶

滅
が
危
惧
さ
れ
る
数
字
で
あ
る
。

ぜ
ひ
こ
の
本
を
進
め
た
い

こ
の
「
気
候
危
機
」
の
解
決
に

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
礎

に
し
た
地
域
循
環
経
済
、
つ
ま
り

グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル

や
S
D
G
ｓ
が
私
た
ち
の
方
針

だ
っ
た
の
だ
が
、
新
進
気
鋭
の
33

歳
の
経
済
哲
学
者
斉
藤
幸
平
さ

ん
は
そ
れ
で
は
も
う
間
に
合
わ
な

い
、
い
ま
必
要
な
の
は
生
産
力
発

展
至
上
主
義
を
捨
て
た
『
脱
成

長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ

ム
』
だ
と
い
う
。

そ
れ
を
明
快
に

説
い
た
次
の
本

を
こ
の
秋
ぜ
ひ

お
勧
め
し
た
い
。

「
人
新
世
」
は

「
ひ
と
し
ん
せ

い
」と
読
む「
地

質
学
用
語
」。

　　

春
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
は

　

春
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
は

医
学
生
の
生
活
に
も
大
き
な

医
学
生
の
生
活
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

授
業
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
。
部
活
が
で

授
業
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
。
部
活
が
で

き
な
い
た
め
、
夏
の
大
会
も

き
な
い
た
め
、
夏
の
大
会
も

中
止
。
医
学
祭
も
中
止
で
す
。

中
止
。
医
学
祭
も
中
止
で
す
。

そ
ん
な
中
、
学

そ
ん
な
中
、
学

生
を
笑
顔
に
で

生
を
笑
顔
に
で

き
る
支
援
が
で

き
る
支
援
が
で

き
な
い
だ
ろ
う

き
な
い
だ
ろ
う

か
…
か
… 

と
い
う

と
い
う

こ
と
で
実
現
し

こ
と
で
実
現
し

た
の
が
「
食
材

た
の
が
「
食
材

支
援
」
で
す
。

支
援
」
で
す
。

　

対
象
は
医
学

　

対
象
は
医
学

生
だ
け
で
な
く

生
だ
け
で
な
く

宇
部
市
内
の

宇
部
市
内
の

大
学
生
に
広
げ
、

大
学
生
に
広
げ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
宣

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
宣

伝
や
地
元
の
マ

伝
や
地
元
の
マ

ス
コ
ミ
に
周
知

ス
コ
ミ
に
周
知

を
依
頼
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

を
依
頼
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

何
人
来
る
か
ド
キ
ド
キ
で
し

何
人
来
る
か
ド
キ
ド
キ
で
し

た
が
、

た
が
、
2222
名
（
医
学
生

名
（
医
学
生
1313
名
、
名
、

他
学
部
生
９
名
）
の
参
加
が

他
学
部
生
９
名
）
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り

あ
り
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り

支
援
部
や
医
事
課
か
ら
の
応

支
援
部
や
医
事
課
か
ら
の
応

援
も
あ
り
、
に
ぎ
や
か
に
、

援
も
あ
り
、
に
ぎ
や
か
に
、

楽
し
い
雰
囲
気
で
、
食
材
支

楽
し
い
雰
囲
気
で
、
食
材
支

援
を
催
す
こ
と
が
で
き
ま
し

援
を
催
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
は

た
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
は

「
生
活
費
の
中
で
一
番
割
合

「
生
活
費
の
中
で
一
番
割
合

が
大
き
い
の
が
食
費
。
ど
う

が
大
き
い
の
が
食
費
。
ど
う

削
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
た
の

削
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
た
の

で
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
」

で
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
た
。

　

参
加
学
生
か
ら
は
月
１
く

　

参
加
学
生
か
ら
は
月
１
く

ら
い
で
食
材
支
援
を
希
望
す

ら
い
で
食
材
支
援
を
希
望
す

る
声
が
高
く
、
要
望
に
応
え

る
声
が
高
く
、
要
望
に
応
え

て
い
く
方
向
で
検
討
中
で
す
。

て
い
く
方
向
で
検
討
中
で
す
。

（
山
口
民
医
連
事
務
局

（
山
口
民
医
連
事
務
局 

 

中
本
亜
矢
子
）

中
本
亜
矢
子
）

学
生
の
笑
顔
が
見
た
く
て
…

協
立
歯
科
で
は
、
患
者
様

に
安
心
・
安
全
に
治
療
を
受

け
て
い
た
だ
く
た
め
、
感
染

対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
中
の
一
つ
、

口
腔
外
バ
キ
ュ
ー
ム
を
紹
介

し
ま
す
。

す
で
に
受
診
さ
れ
た
方

は
、
治
療
を
す
る
と
き
に
以

前
よ
り
も
大
き
な
音
が
し
て

騒
々
し
い
と
思
わ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
大
き
な

音
を
出
し
て
い
る
の
が
、
口

腔
外
バ
キ
ュ
ー
ム
で
す
。
歯

を
削
っ
た
り
、
義
歯
や
銀
歯

を
調
整
す
る
時
に
は
、
歯
の

削
り
カ
ス
、
金
属
片
、
血
液
、

細
菌
な
ど
、
目
に
見
え
な
い

粉
塵
が
た
く
さ
ん
飛
び
散
り

ま
す
。
口
腔
外
バ
キ
ュ
ー
ム

は
強
力
な
吸
引
力
で
、
治
療

時
に
発
生
す
る
こ
う
し
た
粉

塵
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
出
資
金
か
ら

こ
の
よ
う
な
機
材
を
導
入
し
、

み
な
さ
ん
の
資
産
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

治
療
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
も
、
今
後
と
も
出
資
、
増

資
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
協
立
歯
科　

歯
科
衛
生
士

高
橋
由
加
里
）

新
型
コ
ロ
ナ
と

新
型
コ
ロ
ナ
と

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

「
食
材
支
援
」

「
食
材
支
援
」

山口大学医学部前（宇部市小串）にある山口民医連
「医学生サポートセンターにて」

＜宇部協立病院＞　来院される方全員に正面玄関
入り口で、問診と検温チェック実施

感染対策感染対策
～ 口腔外バキューム ～～ 口腔外バキューム ～
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健康のひろばを、ご近所の組合員にお届けする『手配りさん』を募集しています。ご協力いただける方は　☎ ０８３６－３４－２５１０　まちづくり組合員活動支援部まで。

■
転
居
及
び
氏
名
変
更
、
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
（
電
話
０
８
３
６
ー
３
４
ー
２
５
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健文会？ タオル体操？ とにかく参加して
みました。そして体を動かすことは楽しい
と言うことを思い出しました。幼稚園も小学
校も片道3キロ越の道を道草しながら… 高
校は山坂自転車漕いでＳＬ乗って… おしゃ
べりしながら… 通学だけでも健康づくりし
ていました。
60の手習いで大正琴を始めました（原点

は小学校時代のラジオから流れる古賀メロ
ディーです）。幸い良き師、良き先輩達に恵

まれ10年目に入り
ました。練習した曲
も 100曲を越えま
した。童謡・唱歌か
ら入り、難しい曲に
も挑戦です。これが
演奏できたときの達成感は何ものにも代え
難いものがあります。コロナ禍以前は高齢
者施設などへ演奏にも出かけていました。
「荒城の月」のアンコール !!  「男はつらい
よ」で山田洋次さんとの思い出を語られた
人、などなど思い出されます。
みんなと楽しみながら健康維持、頭と体
が動くかぎり続けたいと思います
 （上宇部川上支部　若林　八重子）

コーヒーブレイク ㉙

大正琴やってます

【
応
募
方
法
】

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
身
近
な
出
来
事
ご
意
見
ご
感
想
な

ど
、
ひ
と
言
そ
え
て
下
さ
い
。
ご
意
見
ご

感
想
は
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

●
当
選
者
に
薄
謝　

５
名
様
分

●
締
切　

２
０
２
０
年
11
月
末
日

●
発
表　

２
０
２
１
年
1
月
号
に
て

●
あ
て
先　

〒
７
５
５ｰ 

０
０
０
５

　

宇
部
市
五
十
目
山
町
15
の
７
の
１

医
療
生
協
健
文
会
ま
ち
づ
く
り
組
合
員

　

活
動
支
援
部
ク
イ
ズ
係
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
３
６ｰ 

３
４ｰ 

２
５
１
２

メ
ー
ル
：sosiki_kenbun@

yahoo.co.jp

【
２
０
２
０
年
９
月
号
の
答
え
】

コ
ロ
ナ
感
染
か
ら
子
ど
も
を
守
り
豊
か
な
成

長
・
発
達
を
保
障
す
る
た
め
に  

20

人
学

級
の
実
現
を
。

【
当
選
者
】

山
陽
支
部　

真
鍋
喜
美
江
さ
ん

上
宇
部
川
上
支
部　

森
山　

和
美
さ
ん

山
陽
支
部　

八
木　

瑞
江
さ
ん

下
関
支
部　

板
倉
千
代
子
さ
ん

小
野
田
南
支
部　

上
田　

桂
子
さ
ん

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問　題
月間折り返し。
でかけて、○○○○、安心を。

（○にはひらがなが入ります。ヒントは１面）

2020年11月号

【
下
関
支
部　

真
澄
民
子
さ
ん
】

　

『
コ
ロ
ナ
禍
の
中
20
人
学
級
が
望
ま
し

い
』
の
記
事
に
、
ふ
と
自
分
の
中
学
生
の

頃
を
思
い
出
し
ま
す
。
中
学
３
年
14
組
の

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
中
に
、
セ
ー
ラ
ー
服
の

私
が
い
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
56
〜
67
人
、

卒
業
生
が
８
０
０
余
人
。
63
年
前
の
遠
い

想
い
出
で
す
。

【
山
口
支
部　

小
田
恵
子
さ
ん
】

　

少
し
ば
か
り
健
康
の
ひ
ろ
ば
の
手
配
り

を
し
て
い
ま
す
。
読
者
の
声
の
欄
に
、
手

配
り
で
「
ひ
ろ
ば
」
が
届
き
喜
ば
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

【
下
関
支
部　

坂
上
重
蔵
さ
ん
】

　

わ
が
家
は
５
人
家
族
で
、
私
は
二
階
が

居
場
所
。
毎
日
何
度
も
階
段
を
使
う
。
足

腰
に
は
良
い
と
思
う
。
上
が
る
時
は
何
も

考
え
ず
足
元
に
集
中
。
降
り
る
時
は
後
ろ

向
き
で
手
す
り
を
持
っ
て
ゆ
っ
く
り
降
り

れ
ば
、
安
心
安
全
で
あ
り
、
階
段
が
苦
に

な
ら
な
い
。

【
恩
田
西
支
部　

小
林
紳
祐
さ
ん
】

　

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
い
い
ま
す
が
、

彼
岸
過
ぎ
、
ち
ょ
う
ど
い
い
感
じ
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
食
欲
の
秋
、
ま
さ
る
も
の

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
だ

ん
だ
ん
と
、
お
い
し
い
も
の
が
増
え
ま
す
。

読読

者者

声声

のの

　

先
日
、
松
本
猛
氏
の
講
演
会

　

先
日
、
松
本
猛
氏
の
講
演
会

「
ち
ひ
ろ
が
描
い
た
子
ど
も
の
幸

「
ち
ひ
ろ
が
描
い
た
子
ど
も
の
幸

せ
と
平
和
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

せ
と
平
和
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
で
絵
を
提
示
し
な

た
。
パ
ソ
コ
ン
で
絵
を
提
示
し
な

が
ら
の
お
話
で
わ
か
り
や
す
い
も

が
ら
の
お
話
で
わ
か
り
や
す
い
も

の
で
し
た
。

の
で
し
た
。

　

可
愛
い
子
ど
も
の
絵
が
多
い
な

　

可
愛
い
子
ど
も
の
絵
が
多
い
な

か
で
「
戦
火
の
な
か
の
こ
ど
も
た

か
で
「
戦
火
の
な
か
の
こ
ど
も
た

ち
」
の
解
説
が
興
味
深
く
。
東
京

ち
」
の
解
説
が
興
味
深
く
。
東
京

大
空
襲
を
体
験
し
た
ち
ひ
ろ
さ
ん

大
空
襲
を
体
験
し
た
ち
ひ
ろ
さ
ん

は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
子
ど
も
が
戦
争

は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
子
ど
も
が
戦
争

の
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
現
実
に
深

の
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
現
実
に
深

い
憂
慮
を
覚
え
ら
れ
こ
の
絵
本
を

い
憂
慮
を
覚
え
ら
れ
こ
の
絵
本
を

描
か
れ
た
そ
う
で
す
。
子
ど
も
の

描
か
れ
た
そ
う
で
す
。
子
ど
も
の

絵
と
と
も
に
こ
の
本
に
は
、
一
人

絵
と
と
も
に
こ
の
本
に
は
、
一
人

の
大
人
の
女
性
が
描
か
れ
て
い
ま

の
大
人
の
女
性
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
人
々
を
苦
し
め
る
戦
争
に
対

す
。
人
々
を
苦
し
め
る
戦
争
に
対

す
る
悲
し
み
と
怒
り
の
表
情
が
心

す
る
悲
し
み
と
怒
り
の
表
情
が
心

に
つ
き
さ
さ
る
。
母
親
と
し
て
子

に
つ
き
さ
さ
る
。
母
親
と
し
て
子

ど
も
を
守
る
強
い
決
意
を
感
じ
、

ど
も
を
守
る
強
い
決
意
を
感
じ
、

そ
れ
は
ち
ひ
ろ
さ
ん
自
身
の
よ
う

そ
れ
は
ち
ひ
ろ
さ
ん
自
身
の
よ
う

に
み
え
ま
し
た
。

に
み
え
ま
し
た
。

　

猛
さ
ん
が
お
母
様
の
偉
業
を
多

　

猛
さ
ん
が
お
母
様
の
偉
業
を
多

く
の
人
々
に
伝
え
ら
れ
る
姿
に
感

く
の
人
々
に
伝
え
ら
れ
る
姿
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
優
し
い
猛
さ

銘
を
受
け
ま
し
た
。
優
し
い
猛
さ

ん
の
笑
顔
の
中
に
、
ち
ひ
ろ
さ
ん

ん
の
笑
顔
の
中
に
、
ち
ひ
ろ
さ
ん

が
確
か
に
生
き
て
い
る
と
感
じ
た

が
確
か
に
生
き
て
い
る
と
感
じ
た

講
演
会
で
し
た
。

講
演
会
で
し
た
。

講演終了後、松本ご夫妻と講演終了後、松本ご夫妻と
「ちひろ友の会」メンバー　一緒に記念撮影「ちひろ友の会」メンバー　一緒に記念撮影

「医療生協の仲間とＬＩＮＥでつながろう」をテーマ
に 10月 14日スマホ講座をおこないました。
岬支部、上宇部川上支部では早速、支部のグループ
も作成！友達追加の方法も覚えたので、各支部でど
んどんつながりを増やしていこうと確認しました。
支部開催希望はまちづくり支援部までご連絡ください。

スマホ教室スマホ教室

松
本
猛
さ
ん
の

お
話
を
聞
い
て　
　

ち
ひ
ろ
友
の
会  

高
瀬　

啓
子


